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改定記録 

版 改定日 項目 理由/内容 

第 1版 2007年 10月 19 日 全般 － 

第 2版 2018年 4月 13日 全般 ガイドライン管理が画像情報ファクシミリ委

員会 技術小委員会 VoIP 対応 WG に移管された

タイミングで全体の見直しを実施。 
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まえがき 

 

 我が国では、世界最速・最安のブロードバンドが実現し、高速なネットワーク環境を利用した

新たなＩＰ系サービスも急速な勢いで普及・拡大している。 

このような中、国内外の政府や主要な電気通信事業者がネットワークのＩＰ化に向けた計画等

を公表しているところであり、さらに、ＩＴＵ－Ｔにおいても次世代ＩＰネットワークの国際標準化

を最重要課題として取り上げるなど、情報通信ネットワークのＩＰ化に向けた動きが活発化して

いる。 

 

この動きは、公衆網にとどまらず、主に企業内で使用されるＰＢＸにも適用され、ＩＰ－ＰＢＸの

普及が大きく進んでいる。 

また、ファクシミリについては、ほとんどの企業及び過半数の家庭にて使用されており、ネット

ワークのＩＰ化後も引き続きファクシミリを使用したいニーズが存在する。 

しかしながらＩＰ－ＰＢＸや品質が比較的高いとされる０ＡＢ～ＪのＩＰ電話回線を含めて、ＩＰネッ

トワーク特有のパケットロス、遅延、受信信号レベル、ジッタなどが、ファクシミリに接続される

ＴＡのアナログ回線部分に多少の影響を与える懸念がある。この特有の特性を良く把握した

上で、ＴＡ及びファクシミリ端末の機能、設定が適正に使用されることが安定したファクシミリ

通信に対して必要不可欠なものとなる。 

 

 こうしたことから、ＣＩＡＪ関係委員会委員によって構成する「ＴＡインタフェースガイドライン化

検討 WG」において、ＩＰ－ＰＢＸに接続されるＴＡ及び、そのＴＡに接続されるファクシミリ端末に

求められる機能の実現可否について検討を行った。 

これらの結果を元に、ＩＰ－ＰＢＸに接続されるファクシミリ端末の通信を確保するための設計・

設定指針として、ガイドラインに取りまとめた。 

 

なお、本ガイドラインは、０ＡＢ～ＪのＩＰ電話網も意識してファクシミリを接続するＴＡとしての

設計・設定指針をとりまとめたものであり、ＩＰ－ＰＢＸに収容のＴＡ以外においても参照される

事を期待する。 

 

２００７年１０月１９日（初版発行時） 

 

第２版発行にあたって 

 

 本ガイドラインは、第１版発行後、ユーザネットワークシステム委員会により維持・管理が行

われてきたが、２０１６年６月３日に画像情報ファクシミリ委員会へ移管された。 
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 第１版発行より、１０年の歳月が流れ、その間のネットワークの技術進化は、目を見張るも

のがあるが、ファクシミリのニーズは健在であり、本ガイドラインが対象とする接続形態におい

ても、安定したファクシミリ通信を維持する必要がある。 

 

 そこで、今後も本ガイドラインが有効に活用されるべく、見直しを行った。 

 

２０１８年４月１３日 
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１．適用範囲 

本ガイドラインは、ＶｏＩＰ－ＴＡに収容したファクシミリ端末が、安定した通信を行なうための

設計指針を定めることを目的に、下記に示す範囲を対象とする。 

1） 本ガイドラインの対象端末 

 対象のファクシミリ端末は、Ｇ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）およびスーパーＧ３ファク

シミリ（V．３４）とする。 

 対象のＶｏＩＰ－ＴＡは、アナログ加入電話機を収容するアナログ加入者線インタフ

ェースとＩＰ－ＰＢＸやＩＰネットワークと接続するためのＬＡＮインタフェースを持ち、

音声のＩＰ化（ＶｏＩＰ化）行なう装置の総称で、同一機能のＶｏＩＰゲートウェイも含ま

れる。 

2） 本ガイドラインで対象とするファクシミリ通信 

 対象の通信は、みなし音声通信とＴ．３８通信とする。 

 みなし音声通信の音声符号化方式は、Ｇ．７１１ μ-lａｗとする。 

 市場にあるファクシミリ端末では、スーパーＧ３ファクシミリ（Ｖ．３４）のＴ．３８通信

が、殆どないことから、Ｔ．３８についてはＧ３ファクシミリ（V．１７以下）のみを対象

とする。 

3） ファクシミリ通信の接続パターン 

 対象とする接続パターンは、下記の５パターンとする。（図表１．１参照） 

 ＩＰ部はワンリンク（ファクシミリ信号の符号化・パケット化・復号化が１段）までとす

る。 

① 事業所Ａのファクシミリからの公衆網（ＰＳＴＮ）への発信 

② 事業所Ａのファクシミリからの０ＡＢ～ＪのＩＰ電話網への発信 

③ ＩＰ－ＶＰＮや広域ＬＡＮなどを使用した企業内ＩＰネットワークに閉じた事業所

Ａ・Ｂ間のファクシミリ通信 

④ 事業所Ｂのファクシミリから、企業内ＩＰネットワークを経由した公衆網(ＰＳＴＮ)

への発信 

⑤ 事業所Ｂのファクシミリから、企業内ＩＰネットワークを経由した０ＡＢ～ＪのＩＰ

電話網への発信 

4） ＩＰネットワークの品質 

 ＩＰネットワーク（０ＡＢ～ＪのＩＰ電話網）の品質は、遅延時間７０ms、遅延ジッタ

２０ms、パケットロス率０．１％とする。 

注：上記品質は、ITU-T Y.1541のクラス 0の品質を基準に考察されたもので、

情報通信審議会「０AB～J 番号を使用する IP 電話の基本的事項に関する技

術的条件」一部答申（平成１９年１月２４日）に記載されたものである。 
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図表１．１ ファクシミリ通信の接続パターン 

 

 

２．引用した標準・規格 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 :：Ｇ．１６５、Ｇ．１６８、Ｇ．７１１、G．７１１．０、Ｇ．７２３．１、Ｇ．７２９ａ、Ｔ．３

０、Ｔ．３８、Ｖ．８、Ｖ．１７、Ｖ．２１、Ｖ．２３、Ｖ．２７ｔｅｒ、Ｖ．２９、Ｖ．３４ 

総務省令: 端末設備等規則、事業用電気通信設備規則 

ＴＴＣ標準：ＪＴ－Ｇ１６５、ＪＴ－Ｇ７１１、ＪＴ－Ｇ７２３．１、ＪＴ－Ｇ７２９ａ、ＪＴ－Ｔ３０、ＪＴ－Ｔ

３８、JT－TR１０５４ 

東日本電信電話株式会社 および 西日本電信電話株式会社: 電話サービスのインタフ

ェース（4.0版）（以下、技参資） 

ＮＴＴコミュニケーションズ株式会社： ファクシミリ通信網サービスのインタフェースに関す

る技術資料（Ｇ３ファクシミリ編）（第２版）  

ＣＩＡＪ規格：０ＡＢ～Ｊ ＩＰ電話端末（ハンドセット） 電話機通話品質ガイドライン CES-Q０

０５－１ 
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３．ガイドライン 

３．１ みなし音声通信 

３．１．１ みなし音声通信における条件 

３．１．１．１ 伝送遅延 

ＩＰネットワークはＰＳＴＮ網と比較し伝送遅延が大きくなるが、ファクシミリ通信は、ＩＴＵ

－Ｔ勧告Ｔ．３０に規定される伝送制御上のタイマーを考慮すると、遅延に強い傾向が

ある。図表３．１のシーケンスから 

最短再送間隔時間          ＝３（ｓ）－３（ｓ）×１５％ 

＝２．５５（ｓ） 

許容往復遅延時間（Ａ＋Ｂ）＝最短再送間隔－最大応答時間 

＝２．５５（ｓ）－１．５（ｓ） 

＝１．０５（ｓ） 

となり、Ｅｎｄ―ｔｏ―Ｅｎｄでの往復遅延時間（Ａ＋Ｂ）は、１．０５(ｓ)まで許容できる。 

 

            ファクシミリ A           ファクシミリ B 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図表３．１ シーケンス 

 

 

３．１．１．２ パケット損失時のアナログ信号への影響 

ファクシミリ通信はモデム通信のため、アナログ信号に位相ずれや急激なレベル変

動（瞬断）が生じると通信エラー（通信中断、画像異常）が発生する場合がある。 

特に、Ｖ．３４のモデムデバイスによっては制御信号伝送フェーズ（コントロールチャ

 

 

遅延 A ms 

ITU-T勧告 T.30 

最大応答時間 1.5s 

 

遅延 B ms 

命令信号 

命令信号の再送 

（応答待ち時間が経過しても応答信号が到来しなかった場合に再送される） 

応答信号 

ITU-T 勧 告

T.30 

応答待ち時間 

３s±15% 
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ネル）で、リトレーン・エラー（再同期失敗）が発生して通信中断に至る場合がある。 

従って、パケットが欠落した場合でも、時間軸のずれ（無音圧縮を含む）や数十ミリ

秒もの無音区間（瞬断）が発生しないようにする必要がある。 

このため、パケットロス処理としてはＰＬＣ機能を有効にすることが望ましい。 

また、送信側と受信側のＶｏＩＰ－ＴＡのクロック精度（一般に±１００ｐｐｍ程度の精

度と想定される）によるバラツキから、一定時間ファクシミリ通信を継続していると、受

信側のＶｏＩＰ－ＴＡの受信ジッタバッファのアンダーラン、オーバーフローが発生し、バ

ッファのリセット処理が発生する。この処理によっても時間軸のずれが発生し、ファク

シミリ通信エラーとなる場合がある。 

従って、一般的なファクシミリ通信を想定した通信時間（図表３．２の条件で測定し

た最大値を考慮）：１０分の間、受信ジッタバッファのアンダーラン、オーバーフローが

発生しないような受信ジッタバッファサイズを設定することが望ましい。 

尚、パケット損失時のファクシミリ通信における影響を付録４．１に示す。 

 

項 項  目 内  容 

１ ファクシミリ装置 
ＥＣＭ（エラー訂正機能）を持ったビジネス用ファクシミリ。 

 

２ モデム種別 Ｖ．１７、１４．４ｋｂｐｓ 

３ 原稿 Ａ４サイズ １０枚 

４ 読み取り解像度 
ファイン(８×７．７ｌｉｎｅ／ｍｍ，２００×２００ｄｐｉ、MMR で２

４０００バイト程度） 

５ 
ＩＰネットワーク条

件 

ＲＴＰ ２０ｍｓ、ジッタバッファ１００ｍｓ（ジッタの影響を０に

するため）、ランダムパケットロス０.２％（ＩＰネットワークの

２段接続を想定） 

６ 測定回数 ２０回（正常終了のみ抽出） 

 

図表３．２ 想定したファクシミリ通信の内容 

 

 

３．１．１．３ エコーによる影響 

ＩＰネットワークは、ＰＳＴＮに比べてネットワーク内のロスが無く、かつ、伝送遅延が

顕著であることから、音声と同様ファクシミリ通信においてもエコー対策が必要であ

る。 

このため、ファクシミリの通信モードによってNLPならびにエコーキャンセラーの設定

を変更する必要がある。 

以下にその影響を列挙し、その概要を図表３．１０にまとめる。 
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1） Ｇ３ファクシミリ（V．１７以下）通信でのエコーの影響 

ＶｏＩＰ－ＴＡとファクシミリ間の２線アナログインタフェースでのインピーダンス不整合

により、ＶｏＩＰ－ＴＡ内の２線４線変換部でエコーが発生する。 

Ｇ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）は半二重通信であり、伝送制御部分は送信、受信とも

同じ周波数帯のＶ．２１ｃｈ２を使っている。そのためエコーが大きいと伝送制御の送

受が入れ替わる時に送信信号のエコーを「相手から送られてきた信号」と誤認し、伝

送制御に異常を起す場合がある。 

 

             ファクシミリ A           ファクシミリ B 

 

 

 

 

 

応答信号 

と誤認 

 

  

 

 

図表３．３ Ｇ３ファクシミリ（V．１７以下）通信のエコーによる誤動作例 

 

図表３．４ エコー発生部位 

命令信号 

応答信号 

命令信号のエコー 

遠端エコー発生 
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2） Ｇ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）通信でのＮＬＰ（Ｎｏｎ－ｌｉｎｅａｒ ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）による影

響 

市場にあるＧ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）の多くのＶ．２９モデムではエコープロテクト

トーンを付けていない。そのため、ファクシミリの伝送制御手順上でＮＬＰ（Ｎｏｎ－ｌｉｎｅ

ａｒ ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）がＶ．２９モデム信号の先頭を潰す恐れがある。（図表３．５参照）。 

  

 

            発側ファクシミリ           着側ファクシミリ  

    

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３．５ NLP（Ｎｏｎ－ｌｉｎｅａｒ ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）動作フロー 

 

 

DIS 

CED 
応 答 信 号

（2100Hz） 

 

装置能力の提示 

 

 

 

 

 

チェック良好 

 

 

 

送信モードの設定 

高速モデム信号の

チェック 

 

 

 

画情報 

 

 

DCS 

TCF 

CFR 

PIX 

NLPが高速モデム信号の先頭をつぶす恐れがある。 
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EPT：エコープロテクトトーン 

図表３．６ 画像信号にエコープロテクトトーンがついている場合 

図表３．７ 画像信号にエコープロテクトトーンがついていない場合 

 

3） スーパーＧ３ファクシミリ（V．３４）通信でのＮＬＰによる影響 

スーパーＧ３ファクシミリ（V．３４）は、全ニ重通信のためＮＬＰ （Ｎｏｎ－ｌｉｎｅａｒ ｐｒｏ

ｃｅｓｓｏｒ）が相手からのモデム信号のレベルを変えてしまい正常に受信できなくなる

可能性がある。 

勧告Ｇ．１６８には、スーパーＧ３ファクシミリ（V．３４）通信の冒頭で送出される位相

反転を伴う２１００Ｈｚの応答信号（ＡＮＳａｍ）を検出した場合には、エコーキャンセラ

ー（ＮＬＰ （Ｎｏｎ－ｌｉｎｅａｒ ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）を含む）を無効化（ＯＦＦ）しても良いことが記

載されている。 

 

CFR 

EPT 

PIX 

発側ファクシミリ 

発側 VoIP-TA 

NLP 

CFR 

 

PIX 

IP ネットワーク 

NLP で信号が欠落する 

が画情報には影響ない 

 

CFR 

PIX 

発側ファクシミリ 

発側 VoIP-TA 

NLP 

CFR 

PIX 

IP ネットワーク 

NLP で画情報が欠落す

る 
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4） スーパーＧ３ファクシミリ（Ｖ．３４）でのエコーの影響 

３）で記述した通り、スーパーＧ３ファクシミリ（V．３４）通信ではエコーキャンセラーを

オフすることが望まれるが、オフした場合にエコー信号が送信側ＴＡで再度折り返され

ノイズとなってしまう恐れがある。V.34 モデムは２８．８ｋｂｐｓのスピードを確保する場

合には３４ｄＢ以上のＳ／Ｎが必要である。 

 

他に回線劣化の要因が無ければ４３ｄＢ以上のS/Nがあれば３３．６ｋｂｐｓの速度が

期待できる。ただし、この数値はモデム単体の実力値であり、ファクシミリ装置自身か

ら誘発されるノイズによっては３３．６ｋｂｐｓよりも下がる可能性がある。 

 

※ Ｇ．７１１では理論上モデムの通信レートに限界があり、３３．６ｋｂｐｓで通信

を開始しても通信レートの低下やＰＰＲ再送が発生する可能性がある。 

 

 

図表３．８ 受信側でのＳ／Ｎの考え方（ＰＡＤが－４／－１２ｄＢの場合） 

 

参考： 

・ Ｔ．３０：Ｇ３ファクシミリ（V．１７以下）の応答信号 ＣＥＤ： 

２１００Hzの単一トーン 

・V.８：スーパーＧ３ファクシミリ（V.34）の応答信号 ＡＮＳａｍ： 

  ２１００Hzを１５Hzのサイン波で変調し、４５０ms間隔で位相反転する。 

 

＊ 受信側ファクシミリの受信レベル＊ 

送信信号：-10dBm-4-12=-26dBm 

エコー  ：-26dBm-6-4-12-6-4-12=-70dBm 

S/N    ：44dB 

     

ＩＰネットワーク 

 ③ -4dB 

 

 

 

② ① 

 

 

③ -12dB 

 ③ -12dB 

 

 

 

② ① 

 

 

③ -4dB 

-10dBm 

-6dB -6dB 
送信側ファクシミリ 受信側ファクシミリ 

受信側 VoIP-TA                             送信側 VoIP-TA                             

①２線４線変換（リターンロス 6dB） 

②アナログ IP変換部 

③PAD 
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※ 他に回線劣化の要因が無ければ２８ｄＢの S/N では１９．２～２１．６ｋｂｐｓ

程度の速度になることが予想される。ただし、この数値はモデム単体の実

力値であり、ファクシミリ装置自身から誘発されるノイズによってはこの速

度よりも下がる可能性がある。 

 

図表３．９ 受信側でのＳ／Ｎの考え方（受信側のＰＡＤが０／０ｄＢの場合） 

 

＊ 受信側ファクシミリの受信レベル＊ 

送信信号：-10dBm-4=-24dBm 

エコー  ： -14dBm-6-12-6-4=-42dBm 

S/N    ：28dB 

ＩＰネットワーク 

 ③ -4dB 

 

 

 

② ① 

 

 

③ -12dB 

 ③ 0dB 

 

 

 

② ① 

 

 

③ 0dB 

-10dBm 

-6dB -6dB 

送信側ファクシミリ 
受信側ファクシミリ 

送信側 VoIP-TA                             受信側 VoIP-TA                             

①２線４線変換（リターンロス 6dB） 

②アナログ IP変換部 

③PAD 
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３．１．２ ＶｏＩＰ－ＴＡにおける設計指針 

３．１．１項のみなし音声のファクシミリ通信における諸条件を踏まえ、ＶｏＩＰ－ＴＡが安

定したファクシミリ通信を行なうための設計指針を以下に示す。 

３．１．２．１ ＶｏＩＰ－ＴＡ内の遅延 

ＶｏＩＰ－ＴＡ内の遅延を検討する上で、３．１．１．１項の伝送遅延で、Ｅnd-to-Ｅnd

の往復遅延が、１０００ｍｓまで許容可能であること、および３．１．１．２項で、

VoIP-TAの受信ジッタバッファのアンダーラン、オーバーフローによるジッタバッファの

リセットで、ファクシミリ通信エラーが発生することを防止するような受信ジッタバファ

サイズを設定する必要がある。 

1） 受信ジッタバッファサイズ 

受信ジッタバッファサイズは、送信側と受信側のＶｏＩＰ－ＴＡのクロック精度と１回の

ファクシミリ通信の通信時間：１０分より求める。（図表３．２） 

 ＴＡのクロック精度をそれぞれ送信側：ΔｆＡと受信側：ΔｆＢとする 

 両クロックが反対方向（最悪の方向）へずれているものとする 

 ＶｏＩＰ（ＲＴＰ）パケットの通信間隔を、ΔT とする 

上記条件 1パケットロスまでの時間 tは、  

ｔ＝ΔT÷（ΔｆA＋ΔｆB） 

である。例として、クロック精度を、両方ともに１００ｐｐｍ、ＲＴＰ間隔を２０ｍｓとすると 

ｔ＝２０×１０(－３)÷（（１００＋１００）×１０（－６））＝１００秒 

６段の受信ジッタバッファ（２０ｍｓ×６=１２０ms）を挿入することで、パケットロスまで

の猶予時間は、６００秒となり、１０分間はパケットロスが発生しない計算となる。 

さらに、ＩＰネットワークの１リンクあたりの遅延ジッタの２０ms、を考慮すると、受信ジ

ッタバッファは、７段（１４０ｍｓ）分のＩＰパケットを蓄積後に出力を開始し、±１２０ｍｓ

のズレを吸収するように設定することが望ましい。 

なお、受信ジッタバッファサイズを通信の途中で変更するダイナミックジッタバッファ

機能は使用しないことが望ましい。ただし、３．１．１．２に記載されるような時間軸の

ずれや無音が生じない制御であれば使用しても良い。 

 

注：ＩＰネットワークが２リンクの場合は、最大の２０ms ではなく、１０ms（平均的な値

と想定）として、１０×２＝２０ms と考える。: 
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図表３．１０ 受信側ＶｏＩＰ－ＴＡの受信ジッタバッファの設定動作 

 

2） Ｅnd-to-Ｅndの遅延配分 

ＶｏＩＰ－ＴＡのクロック精度を 

   ・ＶｏＩＰ－ＴＡ（ａ）：＋１００ｐｐｍ 

   ・ＶｏＩＰ－ＴＡ（ｂ）：－１００ｐｐｍ 

と仮定して、1)項の条件およびＶｏＩＰ－ＴＡの平均的な装置内遅延、ＩＰネットワーク

での伝送遅延に基づき、１項の３）の⑤の接続パターンで遅延を配分すると図表３．１

１のような配分が望ましい。 

ＩＰパケット入力
（ネットワーク側）

ＩＰパケット出力
　　　（端末側）

１４０ｍｓ
（７段）

２６０ｍｓ（１３段）

受信ジッタバッファ
ＩＰパケット入力
（ネットワーク側）

ＩＰパケット出力
　　　（端末側）

１４０ｍｓ
（７段）

２６０ｍｓ（１３段）

受信ジッタバッファ



 16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表３．１１ Ｅnd-to-Ｅndの遅延配分 

 

 

 

７０ｍｓ＋１０ｍｓ

⑥⑥

ＦＡＸ ＦＡＸ

ＶｏＩＰ－ＴＡ（ａ）

②

④

①

ＶｏＩＰ－ＴＡ（ｂ）

⑤ ④

②

③

①

①：２線４線変換部 ②：エコーキャンセラー
③：Ｇ．７１１ ＣＯＤＥＲ ④：Ｇ．７１１ ＤＥＣＯＤＥＲ
⑤：受信ジッタバッファ部 ⑥：パケット組立／分解

⑤ ③

ＩＰ電話
Ｇateway

（遅延：各５ｍｓ）

０ＡＢ～Ｊ
IP電話網

企業内
ＩＰ網

７０ｍｓ
１４０ms→

２０ms
３０ｍｓ＋５ｍｓ

５０ｍｓ＋５ｍｓ

３８０ｍｓ ⇒ ２６０ｍｓ

（ジッタ
バファ）

【２】ＶｏＩＰ－ＴＡ（ｂ） ⇒ ＶｏＩＰ－ＴＡ（ａ） の信号の遅延配分

７０ｍｓ＋１０ｍｓ

⑥⑥

ＦＡＸ ＦＡＸ

ＶｏＩＰ－ＴＡ（ａ）

②

④

①

ＶｏＩＰ－ＴＡ（ｂ）

⑤ ④

②

③

①

①：２線４線変換部 ②：エコーキャンセラー
③：Ｇ．７１１ ＣＯＤＥＲ ④：Ｇ．７１１ ＤＥＣＯＤＥＲ
⑤：受信ジッタバッファ部 ⑥：パケット組立／分解

⑤ ③

ＩＰ電話
Ｇateway

（遅延：各５ｍｓ）

０ＡＢ～Ｊ
IP電話網

企業内
ＩＰ網

７０ｍｓ
１４０ms→

２０ms
３０ｍｓ＋５ｍｓ

５０ｍｓ＋５ｍｓ

３８０ｍｓ ⇒ ２６０ｍｓ

（ジッタ
バファ）

【２】ＶｏＩＰ－ＴＡ（ｂ） ⇒ ＶｏＩＰ－ＴＡ（ａ） の信号の遅延配分
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図表３．１１から、Ｅnd-to-Ｅnd の往復遅延で考えると、VoIP-TA のクロック精度の

バラツキが相殺されるため、 

Ｅnd-to-Ｅndの往復遅延＝３８０ｍｓ＋３８０ｍｓ＝５００ｍｓ＋２６０ｍｓ＝７６０ｍｓ 

                       初期遅延        最終遅延 

となり、許容往復遅延時間＝１．０５ｓ以内となる。 

 

３．１．２．２ レベルダイヤグラム 

1） フルＩＰのファクシミリ通信 

３．１．１．３項の１）の条件を整理すると 

 ファクシミリの送出レベルは－１０ｄＢｍ（標準）、モデムのターンオンレベルは 

－４３ｄＢｍ(標準)であることから、エコーを３３ｄＢ以上減衰させる必要がある。 

 ２線４線変換でのリターンロスを６ｄＢ以上と想定。 

（ＶｏＩＰ－ＴＡのエコーキャンセラーをオフした場合を想定） 

から、Ｅｎｄ－Ｅｎｄの片方向の減衰は、(３３－６)÷２＝１３．５ｄＢ以上必要となり、この

条件で、ＶｏＩＰ－ＴＡのＰＡＤ値の設定を下記とする図表３．１２のレベルダイヤグラム

が望ましい。 

 

 

図表３．１２ フルＩＰのファクシミリ通信のレベルダイヤグラム 

 

2） ＰＳＴＮ Ｇａｔｅｗａｙ経由のファクシミリ通信 

ＰＳＴＮ Ｇａｔｅｗａｙ経由の場合には、ＰＴＳＮでのロスを－２０ｄＢと想定すると、受信

側のモデムのターンオンレベルが－４３ｄＢｍ(標準)であることから、ＰＳＴＮ Ｇａｔｅｗａ

ｙのＰＡＤ値は、０ｄＢとすることが望ましい。 

従って、エコーを３３ｄＢ以上減衰させるには、ＰＳＴＮ Ｇａｔｅｗａｙのエコーキャンセラ

ーをオンしてエコー減衰させる必要がある。 

スーパーＧ３ファクシミリ（Ｖ．３４）通信では、エコーキャンセラー：オフが推奨である

ことから、ＰＳＴＮとのアナログ加入者線インタフェースのＰＳＴＮ Ｇａｔｅｗａｙは使用不

可とし、ＩＳＤＮインタフェースのＰＳＴＮ Ｇａｔｅｗａｙを使用することを推奨する。これによ
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り、ＰＳＴＮ Ｇａｔｅｗａｙ内の２線４線変換部が不要となり、リターンロスが発生しなくな

る。 

図表３．１３ＰＳＴＮ経由のファクシミリ通信のレベルダイヤグラム 

 

３．１．２．３ エコーキャンセラーの制御条件 

３．１．１．３項の２）、３）の条件から、下記のエコーキャンセラーの制御を行なうこと

が望ましい。 

1） Ｇ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）の通信中は、遠端エコーが－４３ｄＢｍ未満に

低減されることが望ましい。 

・Ｇ３ファクシミリの（Ｖ．１７以下）通信中は、エコーキャンセラーを有効にする

こと。 

・Ｖ．２９（９６００／７２００）の通信中は、ＮＬＰ （Ｎｏｎ－ｌｉｎｅａｒｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）を

無効にすること。（ＮＬＰを無効にできない場合には、ハングオーバー時間を極

力短くするか、Ｖ．２７ｔｅｒ（４８００／２４００ｂｐｓ）で通信を行う） 

2） スーパーＧ３ファクシミリ（Ｖ．３４）通信では、勧告Ｇ．１６８に準拠した下記

制御を行なうことが望ましい。 

 スーパーＧ３ファクシミリ（Ｖ．３４）通信の応答信号ＡＮＳａｍ（位相反転

を伴った２１００Hz の信号）を検出した場合は、１秒以内にエコーキャン

セラー（ＮＬＰ （Ｎｏｎ－ｌｉｎｅａｒ ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）を含む）を無効にすること。 

 応答信号ＡＮＳａｍがオフ後、１００ｍｓ以上４００ｍｓ未満の無音の検出

ではエコーキャンセラーを有効に切り替えても、切り替えなくてもかまわ

ないが、４００ｍｓ以上継続した無音を検出した場合には、エコーキャン

セラーを有効にすること。これは、ＡＮＳａｍ信号の後、発信側ファクシミ

リ能力がＧ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）などの理由でＧ３ファクシミリ（Ｖ．

１７以下）の通信が開始される可能性があるためである。 
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 エコーキャンセラー 

ON 

エコーキャンセラー 

OＦＦ 

ＮＬＰ：ＯＮ ＮＬＰ：ＯＦＦ 

G3 ファクシミリ

（Ｖ．１７以下） 

△ 

ＮＬＰのハングオ

ーバー時間が長

いと通信中断に

至る可能性があ

る。 

○ △ 

ＰＡＤ等で遠端エコーの信号レベ

ルが－４３ｄＢｍ以下まで減衰さ

せることができなければ通信中

断に至る可能性がある。 

スーパーG3 ファ

クシミリ（Ｖ．３４） 

× 

Ｖ．８手順に支障

があり、通信中

断に至る。 

△ 

エコーキャンセラ

ーの精度によっ

ては通信中断に

至る可能性があ

る。 

○ 

ただし、Ｓ／Ｎを確保するために

十分なエコー減衰が望まれる。

（３．１．１．３．４） 

図表３．１４ エコーの影響のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．１．２．４ ＰＬＣの使用 

パケットが欠落した場合でも、時間軸のずれ（無音圧縮を含む）や数十ミリ秒もの無

音区間（瞬断）、位相ずれ が発生しないようにする必要がある。 

このため、パケットロス処理としてはＰＬＣ機能を有効にすることが望ましい。 

参考： 

（ａ）Ｖ．２１（３００ｂｐｓ）は、１秒のプリアンブルがあるのでＮＬＰ処理で信

号先頭が欠落しても問題無い 

（ｂ）Ｖ．２７ｔｅｒ（２４００／４８００ｂｐｓ）およびＶ．１７（１４４００ｂｐｓ）は、エ

コープロテクトトーン（EPT）があるので問題無い。 

（ｃ）Ｖ．２９（９６００／７２００ｂｐｓ）は、エコープロテクトトーン（ＥＰＴ）

を付けていない場合が多いため、ＮＬＰがＶ．２９モデム信号の先頭を

潰す恐れがある。 
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３．２ T．３８関係 

３．２．１ T．３８でのアナログ出力レベル 

１） 背景 

ファクシミリの送出レベルは最大－８ｄＢｍ（端末設備等規則）であり、通常の回線で

の減衰（－１６ｄＢ）を含めた着レベルは通常―２４ｄＢｍ程度となる。 

ＴＡのアナログ出力レベルも同等となることが望ましい。（Ｖ．３４除く） 

図表３．１５ T．３８を使用したファクシミリ通信時のレベルダイヤグラム例 

 

２） 推奨仕様 

ＴＡに直結されているファクシミリに対するＴＡのアナログ出力レベルは－２４ｄＢｍ程

度であることが望ましい。 

なお、市場にあるファクシミリ端末の受信感度上限は－１５ｄＢｍまで取れる場合が多

い。 

 

３．２．２ T．３８でのアナログ受信感度 

１） 背景 

端末設備等規則により、ファクシミリ端末の最大送信出力レベルは－８ｄＢｍ程度とな

るが、ＴＡの受信においては、線路ロスが無いので、このレベルの信号を受信する必要

がある。 

過去の端末設備等規則では－８ｄＢｍ以上の送信出力レベルが許容されていたが、 

ファクシミリ端末側で－８ｄＢｍ以下に設定変更が可能である。 

（図表３．１５参照） 
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２） 推奨仕様 

ＴＡに直結されているファクシミリに対するＴＡのアナログ受信感度は最大－８ｄＢｍま

で受信可能であることが望ましい。（Ｖ．３４除く） 

 

 

 

３．３ 発着信信号 

内線側のインタフェースに関しては、事業用電気通信設備規則ならびに技参資に

準拠することが望ましい。主な留意点を以下に提示する。 

３．３．１ 選択信号の検出：ＤＴＭＦ検出感度 

１） 背景 

端末設備等規則の範囲内のＤＴＭＦ信号を認識しないＴＡが存在する可能性がある。 

 

２） 推奨仕様 

端末設備等規則の下限出力と上限出力を正しく検出することが望ましい。（図表３．１

２参照） 

 

端末設備等設備規則：D＞50ms、IDP＞30ms、D+IDP＞120ms 

 

 

図表３．１６ 信号送出電力許容範囲（低群周波数） 
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図表３．１７ 信号送出電力許容範囲（高群周波数） 

 

 

３．３．２ ダイヤルトーン 

１） 背景 

発着信衝突時の発呼回避のために市場にあるファクシミリ端末も含めてファクシミリ

は発呼時にダイヤルトーンを検出する仕様になっているため、ダイヤルトーン以外の信

号（バージョンアップ信号など）が来ると発呼しない。 

 

 

 ダイヤルトーン 
引用資料 

周波数 ケーデンス 

PBX 400Hz 

① 連続 
② on/off：0.2s 
③ on/off：0.25s 
④ on/off： 
0.25s、120IPM CIAJ 

調査資料 

VoIP-TA 

400Hz 連続 

400Hzまたは 
500Hz 

不明 

 

図表３．１８ ダイヤルトーン例 

 

２） 推奨仕様 

オフフック時、ダイヤル受け付け可状態では、ＰＳＴＮ、ＰＢＸ、ＶｏＩＰ－ＴＡのダイヤルト

ーン以外の信号を出さないことが望ましい。 
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３．３．３ 呼び出し信号 

１） 背景 

TAにおける呼び出し信号が独自仕様の場合に、ファクシミリが応答できない。 

 

２） 推奨仕様 

ファクシミリ端末を接続する場合に、ＴＡにおける呼び出し信号として、技参資に記載

されている、ＩＲが選択できることが望ましい。 

 

３．３．４ 着信通知：ナンバーディスプレィ 

１） 背景 

TAにおける V.23の信号送出レベルが低い場合、ファクシミリが検出できない。 

 

２） 推奨仕様 

ＴＡのアナログ出力は技参資に記載された送出レベル（加入者回線の伝送損失を考

慮）を満たすことが望ましい。 

（技参資：送出レベルは－１４～－３２dBm（伝送損失０～７ｄBを含む）等） 

 

３．３．５ 待機時：オンフック時のノイズ 

１） 背景 

オンフック時に着信する下記の信号により、ファクシミリ端末が受信動作に移行する

場合がある。 

① ファクシミリ通信網において１３００Ｈｚ、－２０ｄＢｍ～－３６ｄＢｍの連続音により

無鳴動着信を行う場合 

② １本の回線をファクシミリと留守番電話が共用し、留守番電話が応答した回線を

ＣＮＧ（想定される着信レベル：１０６２-１１３８Ｈｚ、－２４ｄＢｍ～－４３ｄＢｍ、０．

５秒ＯＮ／３秒ＯＦＦ） でファクシミリに切り替える場合 

従って、上記周波数帯域におけるノイズがＴＡから発生するとファクシミリが誤動作

する場合がある。 
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図表３．１９ １回線にファクシミリと留守番電話を接続した接続例 

 

１．１）留守番電話で音声メッセージを録音する場合 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図表３.２０ 1回線をファクシミリと留守番電話で共用する場合の動作（留守番電話の応答） 

選択信号 

留守番電話応答

⇒ 

着信側 TA 発信側電話 

着信側 

留守番電話／ファクシミリ

AX 

応答メッセージ 

録音開始⇒ 音声メッセージ 

呼出信号 

応答メッセージ 

音声メッセージ 
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１．２）ファクシミリ受信する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図表３.２１ 1回線をファクシミリと留守番電話で共用する場合の動作 

（留守番電話からファクシミリ応答への切替） 

 

 

２） 推奨仕様 

モデムのターンオンレベルである、-４３ｄＢｍ（@６００Ω換算、１０６２～１１３８Ｈｚ、

１２９０～１３１０Ｈｚ）以下とすることが望ましい。なお、周波数の規定はＩＴＵ－Ｔ勧告 

Ｔ．３０で規定したCNGと、ファクシミリ通信網の技参資の規格とする。 

  

３．４ ファクシミリ端末 

３．４．１ 送出レベル 

１） 背景 

従来のアナログ電話網に接続されるＦＡＸを工場出荷時のレベルのまま接続した場合、

遅延が大きくレベルの高いエコーがファクシミリ通信を阻害する場合がある。 

 

２） 推奨仕様 

 －１０ｄＢｍ以下に設定変更ができることが望ましい。 

 

選択信号 

留守番電話応答

⇒ 

着信側 TA 

発信側ファクシ

ミリ 

着信側 

留守番電話／ファ

クシミリ 

応答メッセージ 

ファクシミリ

応答⇒ 

 

呼出信号 

応答メッセージ 

CNG 

CNG 

CED/DIS 

CED/DIS 
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３．４．２ パケット損失への耐用 

１） 背景 

現行ファクシミリ端末の実力値を測ると、パケット損失０．２％の条件では通信がほぼ

正常終了する。 

 

２） 推奨仕様 

自営網を含めたＥｎｄ-ｔｏ-Ｅｎｄのパケット損失率が０．２％、パケット損失が発生しても

アナログ信号上で位相ずれが発生しない（PLC 等の信号補完が行われる）、RTP パケ

ット送信間隔２０ｍｓの環境で、９７％以上の通信で正常終了（フレーム再送、フォール

バックは可）することが望ましい。 

 

＜確認条件＞ 

・モデム ： ECM、V.17以下 

・原稿 ： A4 ファイン(８×７．７ｌｉｎｅ／ｍｍ，２００×２００ｄｐｉ) １０枚 

※パーソナル FAX についてはスキャナへの最大原稿積載数が１０枚未満の装置

も存在する。その場合には、送信原稿枚数を最大原稿積載数（ただし最低送信

原稿枚数は５枚とする）としても良いものとする。 

・画像データサイズ ： １パーシャルページ内 

３．４．３ ＥＣＭ(誤り訂正手順） 

１） 背景 

パケット損失などの影響がファクシミリの受信画像に影響することを最小限とす

ることが望ましい。 

 

２） 推奨仕様 

Ｇ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）の場合ＥＣＭをオンとすることが望ましい。 

なお、スーパーG３ファクシミリ（Ｖ．３４）はＥＣＭが必須である。 
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４．付録 

４．１ パケット損失時のファクシミリ通信における影響 

 １）はじめに  

 ファクシミリの伝送速度は画像信号と制御信号で異なっており、パケット損失により受ける影

響は伝送速度が高速なほど大きくなる。伝送速度は、G３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）では画像

信号は最大１４．４ｋｂｐｓ、制御信号は３００ｂｐｓ、スーパーＧ３ファクシミリ（Ｖ．３４）では画像

信号は最大３３．６ｋｂｐｓ、制御信号は１２００ｂｐｓである。制御信号は比較的低速であるので、

仮にパケット損失が発生してもＩＴＵで規定されている通常の手順でリカバーされることが多

い。 

 

 ２）Ｇ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）の画像データに与える影響 

 Ｇ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）において、画像データ部分にパケット損失が発生すると、ＥＣＭ

がオフの場合には、受信画像が異常（一般的には欠落）になる。この時、時間伸縮がなけれ

ばパケットの損失部分のみ欠落するが、時間伸縮があると画像データの最後が識別できなく

なるため、パケット損失発生以降の画像データが正しく復号できなくなり、当該ページは廃棄

される場合もある。 

 ＥＣＭがオンの場合には、エラー再送機能によりパケットの損失部分が復元される。但し、

時間伸縮があると、再送するデータ量が増大するため、通信時間の増大をまねく。結果として

パケット損失に遭遇する確率が増え、最悪所定のフォールバック回数で復元できず通信が中

断する場合がある。 

 
 

 TAによる受信データの D/A変換後のアナログ波形 

時間伸縮なし 時間伸縮あり 

（ジッタバッファのリセットなど） 補間（PLCなど） 瞬断 

 

ECM オフ 
パケットの損失部分のみ欠落 

パケット損失発生以降は復号不

能（ページ破棄の場合あり） 

 

ECM オン 

誤り訂正機能により復元され、正常

終了する。 

誤り訂正機能により復元可能だ

が、再送データ量が多く通信時

間増大（最悪、再送回数オーバ

ーで通信中断に至る） 

 

図表４．１ Ｇ３ファクシミリ（Ｖ．１７以下）の画像データにパケット損失が発生した場合の影響 

 

 ３）スーパーＧ３ファクシミリ（Ｖ．３４）の画像データに与える影響 

 スーパーＧ３ファクシミリ（Ｖ．３４）において、画像データ部分にパケット損失が発生すると、
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伝送速度が高速なため影響を受け易い。時間伸縮があると、制御信号伝送フェーズ（コントロ

ールチャネル）での再同期が困難となり、通信中断に至る場合が多い。時間伸縮がない場合

には、ＰＬＣなどでアナログ波形が補間されていれば、ＥＣＭ（誤り訂正機能）により復元される

場合が多いが、アナログ波形に瞬断があると、急激なレベル変動にモデムが追随できず、通

信中断に至る場合もある。 

 

 TAによる受信データの D/A変換後のアナログ波形 

時間伸縮なし 時間伸縮あり 

（ジッタバッファのリセットなど） 補間（PLCなど） 瞬断 

ECM オン

（必須） 

誤り訂正機能に

より復元され、正

常終了すること

が多い。 

誤り訂正機能に

より復元される

が、急激なレベ

ル変動にモデム

が追随できず、

通信中断に至る

場合もある。 

制御信号伝送フェーズでの再同

期が困難となり、通信中断に至

る場合が多い。 

 

 図表４．２ スーパーＧ３ファクシミリ（V．３４）の画像データにパケット損失が発生した場合

の影響 

 

４．２ Ｇ．７１１の使用 

 

非圧縮の音声コーデック（Ｇ．７１１）以外に、種々の圧縮コーデック（Ｇ．７２９ａ、Ｇ．７２３．

１等）が有るが、圧縮コーデックを用いることで、周波数成分がカットされ、音声の歪が大き

いため、ファクシミリ通信には不適である。 

具体的には、G．７２９ａ、G.７２３．１等で使われるＣＥＬＰ方式は音声信号をスペクトル包

絡、ピッチ等のパラメータを抽出・符号化することで高能率符号化を実現しているが、復号

後の原音再現性が低いことからモデム信号の周波数や振幅が変化し、ＦＡＸモデムは正しく

伝送制御信号や画情報を復調することができない。 

 

 

ＲＴＰ（Ｇ．７１１）を遅延無く送出するためには、 

符号化１０ｍｓでは９６ｋｂｐｓ 

符号化２０ｍｓでは８０ｋｂｐｓ 

符号化４０ｍｓでは７２ｋｂｐｓ 

の帯域があることが望ましい。 
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（必要帯域の計算例： 

パケット送信間隔：２０ｍｓ 

ペイロードサイズ：６４ｋｂｐｓ×０．０２＝１，２８０ｂｉｔ 

ＲＴＰ／ＵＤＰ／ＩＰヘッダサイズ合計：４０バイト 

より、（３２０＋１，２８０）／０．０２＝８０ｋｂｐｓ） 

 

帯域が不足すると、ジッタ（瞬間遅延）が発生やすくなり、受信側のジッタバッファでカ

バーできないとパケット欠落となり、ファクシミリのモデム信号が受信側で受信できなく

なり、通信エラーに至る場合がある。 

μＬａｗ－６４ｋ回線には通信容量(限界ｂｐｓ)があるため、スーパーＧ３ファクシミリ（Ｖ．

３４）の３３．６ｋｂｐｓはＧ．７１１では理論上通信をエラーなしで行うことができない。その

ため、通信レートの低下およびＰＰＲ再送が発生する可能性がある。 

 

４．３ Ｔ．３８でのＵＤＰエラーリカバリ 

 

冗長パケットを使用すると全体のパケット数が多くなり、帯域を消費するが、パケット

ロスが多い回線では、有効な場合がある。 

 

以上 
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